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「
ポ
ス
ト
・
メ
イ
」
を
巡
る
動
き

　

英
国
の
Ｅ
Ｕ

（
欧
州
連
合
）
離
脱
問
題

が
暗
礁
に
乗
り
上
げ
て
い
る
。
Ｅ
Ｕ
と
条

件
を
合
意
せ
ず
に
飛
び
出
し
て
し
ま
う
案

も
辞
さ
な
い
一
方
、
国
民
投
票
で
決
ま
っ

た
離
脱
の
撤
回
も
浮
上
し
て
い
る
。
「
喧

嘩
別
れ
」
か

「ご
免
な
さ
い
」
か
。

　

両
極
端
な
ブ
レ
グ
ジ
ッ
ト
の
背
景
に
、
テ

リ
ー
ザ
・
メ
イ
首
相
率
い
る
保
守
党
の
内

紛
と
経
済
の
先
行
き
の
不
安
感
が
あ
っ
た
。

「
英
国
は
あ
ら
ゆ
る
結
果
に
備
え
る
用

意
が
あ
る
」

　

２
０
１
７
年
10
月
３
日
、
英
中
部
、
マ
ン

チ
ェ
ス
タ
ー
で
あ
っ
た
保
守
党
大
会
。
Ｅ
Ｕ

と
の
交
渉
に
責
任
を
持
つ
デ
ー
ビ
ッ
ド
・

デ
ー
ビ
ス
欧
州
連
合

（
Ｅ
Ｕ
）
離
脱
担
当

相
が
、
協
議
で
期
待
が
叶
わ
な
け
れ
ば
Ｅ

Ｕ
と
の
合
意
な
し
に
離
脱
す
る
可
能
性
を

ほ
の
め
か
し
た
。
英
国
が
支
払
う
清
算
金

「手
切
れ
金
」
な
ど
を
巡
り
膠
着
し
て
い

る
離
脱
交
渉
で
、
Ｅ
Ｕ
側
に
圧
力
を
か
け

る
狙
い
と
見
ら
れ
る
が
、
現
実
と
な
れ
ば

経
済
へ
の
影
響
は
計
り
知
れ
ず
、
会
場
を

ど
よ
め
か
せ
た
。

　

ブ
レ
グ
ジ
ッ
ト
は
２
０
１
６
年
６
月
の
国

民
投
票
で
52
％
の
得
票
を
得
て
決
ま
っ
た
。

残
留
派
だ
っ
た
当
時
の
デ
ー
ビ
ッ
ト
・
キ
ャ

メ
ロ
ン
首
相
は
投
票
結
果
の
責
任
を
と
り

７
月
に
退
任
。
メ
イ
政
権
に
よ
っ
て
交
渉

準
備
が
始
ま
っ
た
。
党
内
で
そ
れ
ほ
ど
離

脱
へ
の
支
持
を
鮮
明
に
し
て
い
な
か
っ
た
メ

イ
首
相
は
就
任
後
、
投
票
結
果
に
お
の
の

い
た
の
か
、
関
税
を
撤
廃
し
て
全
面
的
に

離
脱
す
る
ハ
ー
ド
ブ
レ
グ
ジ
ッ
ト
へ
傾
倒
。

Ｅ
Ｕ
へ
の
単
一
ア
ク
セ
ス
も
拒
否
す
る
案
を

２
０
１
７
年
１
月
に
打
ち
出
し
、
３
月
に
は

Ｅ
Ｕ
に
対
し
２
年
後
の
離
脱
を
正
式
に
通

告
し
た
。
こ
の
過
程
で
、
Ｅ
Ｕ
共
通
市
場
へ

の
ア
ク
セ
ス
を
残
す
党
内
の
ソ
フ
ト
ブ
レ
グ

ジ
ッ
ト
派
と
の
党
内
対
立
が
激
化
。
英
国

の
方
針
が
決
ま
ら
ず
交
渉
は
膠
着
化
す
る

こ
と
に
な
っ
た
。

　

Ｅ
Ｕ
の
原
則
は

「モ
ノ
、
ヒ
ト
、
カ
ネ
、

サ
ー
ビ
ス
の
４
つ
の
移
動
の
自
由
」。
離
脱

決
定
の
原
動
力
と
な
っ
た
移
民
へ
の
国
民
の

嫌
悪
を
背
景
に
、
「
ヒ
ト
」
の
移
動
制
限

を
柱
に
ハ
ー
ド
ブ
レ
グ
ジ
ッ
ト
に
傾
い
た
メ

イ
首
相
だ
っ
た
が
、
ソ
フ
ト
ブ
レ
グ
ジ
ッ
ト

派
の
意
も
汲
み
、
「カ
ネ
」
の
移
動
の
自
由

を
確
保
し
た
い
と
い
う
戦
略
で
交
渉
に
臨

も
う
と
党
内
調
整
。
原
則
を
重
視
す
る

Ｅ
Ｕ
側
に
と
っ
て
は

「
都
合
が
よ
す
ぎ
る

姿
勢
」
と
映
り
、
水
面
下
の
交
渉
は
全
く

進
ま
な
く
な
っ
た
。

　

こ
の
間
、
英
国
内
で
は
、
海
外
企
業
の

投
資
の
減
少
が
進
み
、
離
脱
に
よ
る
金
融

街
シ
テ
ィ
ー
の
崩
壊
や
外
資
企
業
の
国
外

避
難
に
よ
る
経
済
停
滞
へ
の
懸
念
が
拡
大
。

金
融
市
場
で
は
、
先
行
き
不
透
明
感
が

投
資
家
に
よ
る
ポ
ン
ド
売
り
を
招
い
た
結

果
、
輸
入
物
価
が
高
騰
、
生
活
に
影
響

を
及
ぼ
す
よ
う
に
な
っ
た
。
排
他
的
な
国

内
世
論
に
不
安
を
感
じ
た
移
民
が
帰
国
の

動
き
を
見
せ
る
と
、
熟
練
労
働
者
不
足

を
も
た
ら
し
、
英
国
民
が
自
ら
下
し
た
大

胆
な
決
定
に
後
悔
も
目
立
ち
始
め
た
。

英
世
論
調
査
会
社

「
Ｙ
ｏ
ｕ
Ｇ
ｏ
ｖ
」
が
６

月
に
実
施
し
た
世
論
調
査
で
、離
脱
が
「間

違
い
」
と
回
答
し
た
の
が
45
％
で
半
数
を

超
え
な
か
っ
た
も
の
の
、
「選
択
は
正
し
い
」

の
44
％
を
上
回
っ
た
。

　

窮
地
挽
回
と
ば
か
り
に
メ
イ
首
相
は
交

渉
を
始
め
る
に
当
た
り
、
政
権
基
盤
を
盤

石
に
し
よ
う
と
６
月
８
日
に
総
選
挙
を
前

倒
し
て
、
賭
け
に
出
た
。
し
か
し
、
結
果

は
裏
目
に
。
保
守
党
は
過
半
数
割
れ
の
惨

敗
と
な
り
、
メ
イ
首
相
は
、
た
っ
た
10
議

席
の
た
め
に
、
北
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
の
保
守

政
党

「
民
主
統
一
党

（
Ｄ
Ｕ
Ｐ
）」
と
連

立
を
組
ま
ざ
る
を
得
な
く
な
っ
た
。

　

離
脱
交
渉
を
中
ぶ
ら
り
ん
の
内
閣
で
臨

ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
っ
た
メ
イ
首
相
。

選
挙
結
果
に
党
内
の
対
立
は

「ポ
ス
ト
・

メ
イ
」
を
巡
る
抗
争
に
発
展
し
た
。
メ
イ

首
相
が
Ｅ
Ｕ
と
の
交
渉
を
捗
ら
せ
よ
う
と
、

単
一
市
場
へ
の
ア
ク
セ
ス
維
持
の
た
め
資
金

を
拠
出
し
続
け
る

「
ス
イ
ス
・
モ
デ
ル
」

 

合
意
な
き
離
脱
や
撤
退
も
現
実
味
帯
び
る

経
済
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト

　
　
　

八
雲
豊
彦

    

暗
礁
に
乗
り
上
げ
た

　
　
　
　
　
　
　
　

英
国
の
Ｅ
Ｕ
離
脱
交
渉
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の
採
用
を
臭
わ
せ
る
と
、
強
硬
離
脱
派
で

国
民
投
票
を
リ
ー
ド
し
た
ポ
リ
ス
・
ジ
ョ

ン
ソ
ン
外
相
が
、
辞
任
の
用
意
を
党
内
関

係
者
に
喧
伝
す
る
事
態
に
発
展
。
こ
れ
に

対
し
、
ソ
フ
ト
ブ
レ
グ
ジ
ッ
ト
を
模
索
し
て

い
た
フ
ィ
リ
ッ
プ
・
ハ
モ
ン
ド
財
務
相
が
、

20
日
に
英
中
銀
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
銀
行
の
マ

ー
ク
・
カ
ー
ニ
ー
総
裁
と
シ
テ
ィ
ー
で
の
定

例
講
演
で
、
ブ
レ
グ
ジ
ッ
ト
に
伴
う
リ
ス
ク

に
言
及
。
７
月
に
入
る
と
、
支
持
議
員
を

集
め
て
勉
強
会
を
開
い
た
。
ハ
モ
ン
ド
外
相

は
、
ジ
ョ
ン
ソ
ン
外
相
が
ポ
ス
ト
・
メ
イ
の

有
力
候
補
と
さ
れ
て
い
た
だ
け
に
、
ソ
フ

ト
ブ
レ
グ
ジ
ッ
ト
派
や
離
脱
反
対
派
の
議

員
を
糾
合
し
対
抗
し
よ
う
と
し
た
と
見
ら

れ
る
。

　

ブ
レ
グ
ジ
ッ
ト
を
巡
り
保
守
党
が
事
実

上
分
裂
状
態
と
な
る
中
で
迎
え
た
の
が
、

10
月
３
日
の
党
大
会
だ
っ
た
。
デ
ー
ビ
ス
離

脱
担
当
相
が

「
合
意
な
し
交
渉
」
を
示

唆
し
た
演
説
に
続
い
た
ジ
ョ
ン
ソ
ン
外
相
の

発
言
が
注
目
さ
れ
た
が
、
「
閣
内
は
一
言

一
句
、
総
て
一
致
し
て
い
る
」
と
協
調
姿

勢
を
ア
ピ
ー
ル
。
デ
ー
ビ
ス
離
脱
担
当
相

の
交
渉
を
巡
る
勇
ま
し
い
発
言
に
気
を
よ

く
し
た
よ
う
だ
っ
た
。

「
ブ
レ
グ
ジ
ッ
テ
キ
ジ
ッ
ト
」

　

本
当
に
メ
イ
政
権
が
離
脱
交
渉
の
椅
子

を
蹴
っ
た
ら
ど
う
な
る
の
だ
ろ
う
か
。
こ
の

場
合
、
Ｅ
Ｕ
も
こ
れ
ま
で
な
か
っ
た
関
税
の

復
活
を
強
硬
に
押
し
つ
け
て
く
る
こ
と
が

容
易
に
想
像
さ
れ
る
。
ま
た
、
金
融
マ
ー

ケ
ッ
ト
を
大
混
乱
に
陥
ら
せ
、
金
融
機
関

大
手
の
シ
テ
ィ
ー
か
ら
の
撤
退
も
一
斉
に

始
ま
り
、
黄
昏
の
大
英
帝
国
を
挽
回
さ
せ

た
金
融
立
国
も
崩
壊
し
、
経
済
へ
の
ダ
メ

ー
ジ
は
想
像
も
つ
か
な
い
。

　

ち
ょ
っ
と
あ
り
得
な
い
選
択
を
ち
ら
つ
か

せ
た
の
は
、
Ｅ
Ｕ
に
対
す
る
ブ
ラ
フ
と
関

係
者
は
見
る
が
、
最
大
野
党
、
労
働
党

は
メ
イ
首
相
の
指
導
力
を
批
判
し
、
政
権

奪
回
の
た
め
離
脱
反
対
の
意
見
を
組
み
入

れ
、
Ｅ
Ｕ
と
の
交
渉
打
開
を
訴
え
て
い
る
。

２
０
１
７
年
９
月
27
日
に
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
南

東
部
の
ブ
ラ
イ
ト
ン
で
３
日
間
の
日
程
を

終
え
た
英
国
最
大
野
党
、
労
働
党
の
党

大
会
。
ジ
ェ
レ
ミ
ー
・
コ
ー
ビ
ン
党
首
は
政

権
交
代
へ
の
自
信
と
と
も
に
、
ブ
レ
グ
ジ
ッ

ト
に
関
し

「残
留
派
と
離
脱
派
の
統
合
を

進
め
る
こ
と
が
で
き
る
の
は
労
働
党
」
と

発
言
し
た
。
党
内
離
脱
強
硬
派
に
揺
さ

ぶ
ら
れ
長
引
い
て
し
ま
っ
た
、
保
守
党
に

よ
る
Ｅ
Ｕ
と
の
交
渉
の
打
開
策
と
し
て
、

政
権
奪
取
後
、
労
働
党
が
残
留
派
の
意

見
を
組
み
入
れ
、
Ｅ
Ｕ
と
柔
軟
な
話
し
合

い
を
続
け
る
姿
勢
を
示
し
た
恰
好
と
な
る
。

「労
働
党
は
離
脱
を
骨
抜
き
に
す
る
こ
と

で
政
権
を
狙
っ
て
い
る
」。
指
導
力
を
な
く

し
つ
つ
あ
る
メ
イ
首
相
の
後
を
狙
う
、
強

硬
離
脱
派
と
残
留
派
双
方
の
党
内
抗
争

に
嫌
気
が
差
し
た
国
民
の
気
持
ち
を
代
弁

す
る
姿
勢
が
伺
わ
れ
、
世
論
次
第
で
は
離

脱
決
定
を
覆
す
準
備
が
あ
る
こ
と
を
予
測

し
た
政
界
関
係
者
も
少
な
く
な
か
っ
た
。

　

「ブ
レ
グ
ジ
ッ
テ
キ
ジ
ッ
ト
」
—
—
。　

今
、

英
国
で
は
舌
を
噛
む
よ
う
な
言
葉
が
流
行

っ
て
い
る
。
ブ
レ
グ
ジ
ッ
ト

（
離
脱
、
ｂ
ｒ
ｅ

ｘ
ｉ
ｔ
）
か
ら
の
脱
出

（ｅ
ｘ
ｉ
ｔ
）。
元
外

交
官
の
ジ
ョ
ン
・
カ
ー
卿
や
北
大
西
洋
条

約
機
構

（
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
）
の
ジ
ョ
ー
ジ
・
ロ
バ

ー
ト
ソ
ン
元
事
務
総
長
ら
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド

の
元
官
僚
ら
が
、
７
月
に
離
脱
交
渉
の
中

止
を
求
め
て
か
ら
語
ら
れ
、
ト
ニ
ー
・
ブ

レ
ア
、
ジ
ョ
ン
・
メ
イ
ジ
ャ
ー
両
元
首
相
も

訴
え
て
い
る
。
メ
イ
政
権
が
混
迷
を
深
め

る
中
、
後
悔
し
た
世
論
に
押
さ
れ
る
形
で

生
ま
れ
た
撤
回
案
だ
が
、
Ｅ
Ｕ
離
脱
手
続

き
を
規
定
し
た
Ｅ
Ｕ
条
約
第
50
条
の
起
草

者
で
も
あ
る
カ
ー
卿
は

「離
脱
申
請
後
も

撤
回
は
可
能
」
と
言
う
。

　

今
夏
、
英
国
経
済
は
ポ
ン
ド
下
落
で
株

価
が
高
止
ま
り
し
、
輸
入
物
価
が
高
騰
し

た
こ
と
で
利
上
げ
観
測
が
台
頭
し
、
ド
ル

や
ユ
ー
ロ
に
対
し
ポ
ン
ド
が
急
騰
し
た
場

面
が
あ
っ
た
。
し
か
し
、
メ
イ
政
権
の
迷

走
と
具
体
的
な
議
論
に
な
ら
な
い
離
脱
交

渉
に
不
透
明
感
に
覆
わ
れ
再
び
下
落
。
乱

高
下
の
様
相
を
呈
し
て
い
る
。
今
後
、
離

脱
交
渉
で
は

「手
切
れ
金
」
の
額
が
焦
点

と
な
り
そ
う
だ
が
、
閣
内
が
分
裂
し
て
い

る
現
状
で
は
、
具
体
的
な
金
額
を
明
示
で

き
る
ま
で
に
時
間
は
さ
ら
に
か
か
り
そ
う

だ
。
交
渉
で
は
双
方
に
「秩
序
だ
っ
た
離
脱
」

を
目
指
す
こ
と
が
原
則
と
な
っ
て
い
る
が
、

英
国
紳
士
の
威
厳
で
「椅
子
を
蹴
飛
ば
す
」

か
、
Ｅ
Ｕ
を
事
実
上
、
牽
引
す
る
ド
イ
ツ

に
歴
史
的
な
恩
讐
を
超
え

「
謝
る
」
か
、

と
い
う
極
論
の
台
頭
は
、
定
ま
ら
な
い
英

国
の
交
渉
方
針
の
現
状
を
物
語
っ
て
い
る
。

公
式
交
渉
が
始
ま
っ
て
４
カ
月
に
な
る
が
、

具
体
的
な
こ
と
は
何
も
決
ま
っ
て
い
な
い
ブ

レ
グ
ジ
ッ
ト
。
交
渉
期
間
は
原
則
２
年
間
で
、

２
０
１
９
年
３
月
末
ま
で
に
離
脱
協
定
に

合
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
い
。
英
国
は
ど
う

出
る
の
か
。
正
念
場
を
迎
え
て
い
る
。

正念場を迎えたメイ英首相

（ダウニング街10番地）
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